
「国消国産」のために

「国消国産」―「国」民が「消」費する食料は、
できる限りその「国」で生「産」する

日本の食料自給率は３７％。他の国と比べてもかなり低い状態が続いています。

今、世界には紛争や人口増加、異常気象など多くの問題があります。そんな中で、
食料を外国から輸入し続けられる保証はありません。

また、作物が収穫できるのは基本的に年１回。「足りないから作る」こともすぐ
にはできません。だからこそ、国内で生産し、供給し続けることが大事なのです。

「国消国産」のために私たちができることは、「国産を選んで食べる」こと。新
鮮で安全・安心な国産、地元産の農畜産物を食べることで、地域の農業を応援でき
ます。また、食料自給率の向上や、輸入によって排出される二酸化炭素の削減にも
つながります。「国消国産」は「食」と「農」の未来を守る合言葉なのです。

＜国産の農畜産物を食べるとこんな良いことが！＞ ＪＡファクトブック2026より作成
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